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京都市北区紫野北花 ノ坊町

第 3号 様 式 (第15条関係 )

事 業 者 排 出 量 削 減 報 告 書

学校 法 人 浄 上宗教育台団 理事長
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「 京都府地球温暖 化対策条例施行 規貝U第10条第4号該 当事業者 (その他 の温室効果ガ スの大規模排 出事業者 (二酸化炭秦に換算 して30 0 0ト
ン以上 ))

計 山 期 贋 平成 1 9 年 4 月 ヽ  平 成 2 0 年 3 月

基 本 方 針 当事業場では、空調負付か主となるので、当該年度の気候に左右され易い。そうした申で冷残房温度を場所等も考慮して景適1しし又同時に遍
転時間の最適化も継続的に行ってきた。更に契約電方の削減、クールどズの継続徹底、エネルギー消費劫事の改善、=エレ t―ター使用打1和1号
を行つてきた
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校舎 、事務所 空調設備の使用合理化として ltt実にう続き授業時間求を元に細やかな運転及び温度設定を行った。

校舎 、事務所 照明寄果は 無 合効率の良い (Hf堂先ランプ裸用)t■ gに交換し 消 費電力も36'→32▼niり '表 えた。
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A事 業所等排 出区分 31295 t 3 1 44 ■ 318947 30 %

B輸 送車両排出区分

Cそ の他排出区分 弘

排出合計 3,295 t 3,441 t 44 % 3,394 7 30 %

そ の他 の地球

温崚 化対策に

よる温宣効 果
ガ スの常1減量

等

背驚等の区分
目標年度 (計画 ) 報告年度 (実績)

取担■年 二酸化炭雰褒軍 (〔) 敏樋よ等 (二酸化炭素像体 (〔))

徐林 の保 全及 び整 備 (整備面■ ) (吸収と)

市内産 の木材 の利用 崎1族■)

自然エネル キー を利 用 した

電 力又 iま熱 /r 7供結

(死t二 ) k爺 い1滅ニ (完竜最)
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肖1減量等合計

差引排 出畳

(▼1直合計―,"は年合計)

基準年度 (実績) 目標年度 (計画 ) 剖滋車 (軒面) 報告年度 (実績 )

3,295 t =か(竜)  3441 0  1 44 % 4)Ⅲ■5'                        3,394 7  t 30 %

符 記 事 壊 ・基準年度ほと報告年度質とのをの原因Fま次の通 りです。
基準年度 (平hk16年度)以 降、建物か一棟増設され、 そ の増設分fよ、C92換鼻 ぐ1314モ と成つた。連設共に換算サると l▼年度は、3.2633こなり、   一
191,t減 と考えら41ます=少 とですが削減出fLたと思いますじ
,今後は建物 リニュー7ル 化と共に削減機器導入を考慮 して、C02有け減に努めたいと思います。
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